
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(B)（一般）

2016～2013

長期療養施設における慢性痛ケアの質向上のための教育プログラム開発

Development of Quality Improvement Strategies for Care of Chronic Pain in 
Long-term Care Facilities

９０２８０９２４研究者番号：

山本　則子（Yamamoto-Mitani, Noriko）

東京大学・医学（系）研究科（研究院）・教授

研究期間：

２５２９３４６２

平成 年 月 日現在２９   ６   ９

円    13,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、医療療養病床における慢性痛ケアの質向上のための教育プログラムを開
発することを目的として取り組んだ。現場スタッフへのインタビューおよび全国実態調査では、看護師・介護士
等が多忙でストレスの高い状況であり教育的な介入を受け入れる余裕のないことが窺われた。このため以下を試
みた：①効果的なケアの実践事例の事例検討会を継続的に実施し、ワークエンゲージメントや仕事のやりがいを
高める。②Long-term Care研究会を立ち上げ、施設の枠を超えた情報共有の場を提供する。③Person Centered 
Careについての学習会を試みた。④ケアの質指標の開発を試みた。成果はウェブサイトにまとめる。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at developing an educational program to improve the care of
 chronic pain in long-term care hospitals. In the interviews to the staff and the nationwide 
questionnaire survey, it was found that the care staff were very busy with high stress, and any 
educational program was not considered acceptable. Therefore instead we attempted the following 
activities: 1) case conferences in which the staff members examine successful cases so that they can
 appreciate the value of care they provide and have elevated work engagement; 2) we established the 
long-term care research society in which the staff members can communicate beyond facility 
boundaries; 3) we attempted letting the staff members learn person centered care; and 4) we 
developed process- and outcome-oriented quality indicators for elderly care. We are to open a 
website and share our findings.

研究分野： 高齢者看護

キーワード： 質改善　医療療養病床　ケアの質　高齢者
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
今日の我が国における療養病床における

慢性痛ケアの質向上のために必要とされる
ことは、確立された慢性痛ケアの知識をケア
プロトコールとしてパッケージ化、プログラ
ム化し、望ましいケアを実施する上での課
題・困難を踏まえ、それらの対処も含めた教
育プログラムとして構成することと思われ
た。 
望ましいケアの教育普及のための課題と

しては、学習に関するスタッフの準備性を高
めること、日々のケア手順に慢性痛ケアのプ
ロセスを組み込むこと、ケア実施上不明点が
生じた場合の相談先を定めることなどが想
定されるが、より良いケア方法の確立そのも
のだけではなく、そのような教育枠組み作り
を含めたアプローチこそが求められている
と思われた。   
 
２．研究の目的 
本研究では当初、以下を目的として取り組

みを行った。1. 国内外で確立された慢性痛ケ
アのプロセスを、日本の長期療養施設の状況
に見合った形でプロトコール化し、看護師が
一般的に教育普及しやすい形に整理する。 2. 
長期療養施設における望ましい慢性痛ケア
の実践を阻害する各種要因を明らかにし、そ
の対応策を 探索的に整理する。 3. 1.2.の成
果に基づき、長期療養施設の看護師を対象と
する慢性痛ケアに関する教育プログラムを
開発・試行して実施可能性を検討する。 4. 慢
性痛ケアに関する教育プログラムに用いる
教育的素材（パワーポイント等）は、ウェブ
サイトを通じて発信し、誰でも使用できる形
で提供する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、7 つのステップでプロジェク

トを進めた。  
Step 1 長期療養施設における高齢者の慢性
痛ケア実践についての文献検討  
Step 2 療養型病床の職員を対象とした慢性
痛ケア実践に関するインタビュー調査  
Step 3 長期療養施設におけるケアの質保証
に関する海外視察および意見･情報交換  
Step 4 療養型病床の看護師長・スタッフナー
ス・ケアワーカー（介護職）を対象としたケ
ア実践の実態調査  
Step 5 長期療養施設におけるケアの質向上
を目指した支援方法の立案 
Step 6 長期療養施設におけるケアの質向上
を目指した研修の試行  
Step 7 長期療養施設におけるケアの質管
理・向上に関するウェブサイトの立ち上げ 
 
４．研究成果 
Step 1 文献検討・学会での情報収集 
慢性痛の緩和に関しては、多職種連携による
介入により疼痛が有意に軽減された報告が
あった。薬物療法、運動などの身体活動、友

人や家族からのソーシャルサポート、鍼、温
熱、休息、食事療法、生活スタイルの変更な
どが疼痛管理に有効と考えられた。認知症高
齢者に対する痛みのケアでは、標準化された 
アセスメントツールがあり、ケアでは認知行
動療法の介入効果が効果的という報告があ
った。 

長期療養施設のケアの質保証・質改善に関
する文献検討では、国内文献が著しく限られ
ている一方、海外文献では米国を中心に蓄積
が見られた。イノベーション普及理論等の理
論枠組みに沿った戦略的な介入が報告され
ていたほか、質改善の促進要因として 11 要
因、障壁として 6 要因にまとめられた。 

 

 
 
学会では、長期ケア施設のケアの質の改善

を客観指標で示すことがしばしば困難であ
ることが報告されていた。 
 
Step 2 インタビュー 
 医療療養病床を含む 3 病院の職員（看護
職・介護職・社会福祉士・薬剤師・栄養士・
医師・事務職員など）計 39 名に対し、療養
病床におけるケアの質についての意見を聴
取した。施設間で共通する知見は以下のよう
なものである：一定のケアの質は確保されて
いるものの個別性や社会性の点で課題もあ
ると認識されている。その達成には人員が圧
倒的に不足しており、機能別のケア提供によ
り高齢者像がつかみにくくなっている。長期
療養におけるケアのモデルや質評価指標が
得にくく、ゴールの達成感や良い自己評価が
持ちにくい状況がある。他職種間のカンファ
レンスを実施し情報共有による意思統一の
効果を実感している。各種の勉強会等を実施
し質改善に努めている一方、組織理念の職員
への浸透の程度と職員間の関係には、施設・
職場により相違がみられた。 
 職種ごとの特徴には、以下のようなものが
あった：看護師・介護士は、最低限のケアと
安全確保に精いっぱいで、高齢者や家族の個
別の意向に沿えないことや、自身の身体的負

ケアの質改善の障壁
①資源が不足していること
②スタッフのコントロール奪われると認識されること
③質改善の取り組みと対立する事情があること
④管理者・スタッフ等の離職
⑤組織内のコミュニケーションの不足
⑥情報の不足

ケアの質改善の促進要因
①理論モデルを活用する
②多職種チームの設定
③良好なコミュニケーション
④明確な評価を実施すること；フィードバックがあること
⑤十分かつシンプル・短時間の教育
⑥現場管理者のエンパワーメント
⑦動機付けを高める
⑧医師を巻き込む
⑨システムに入れ込む
⑩外部組織と情報交換
⑪専門領域に関するチャンピオンを作る



担が増すことに対するつらさを抱えていた。
看護・介護以外の職種は忙しい看護・介護を
気遣い、積極的に病棟に出向いて高齢者の状
況を把握する、業務改善を工夫する、必要な
知識を補う、など負担軽減のための支援に努
めていたが、ケアスタッフはそのことを認識
していないようだった。また、看護・介護以
外の職種では、専門職ごとの境界・学会や研
修会など、職場外に出てのケアの質改善の努
力が見られた。管理者はスタッフの困難を積
極的に聞き取り、ともに努力する姿勢を示す
一方、業務改善を模索していた。 
 以上より、当初想定していたケアスタッフ
への教育的介入は、過重負担を感じているケ
アスタッフに受け入られることは困難と思
われ、日本の状況に応じたケアの質向上への
支援策を、現場の意見をもとに考えることと
した。合わせて、質評価指標の作成が急務と
思われた。 
 
Step 3 海外視察および意見・情報交換 
米国・香港・英国・オランダの高齢者長期

療養施設を視察した。文献検討で伺われたと
おり、長期療養施設のケアの質に関するシス
テマティックな試みは米国が中心であり、他
のアジア・ヨーロッパ諸外国では、部分的な
学びはあるにしても、長期ケアの質へのシス
テマティックな評価支援機構は発展途上で
あることが窺われた。 
 
Step 4 療養病床におけるケアの実態調査 
全国の医療療養病床を持つ病院の看護管

理者・看護師・看護助手（介護士）を対象に、
ケアの質（慢性痛のケア及びケアの質全般）
と、労働価値観・ワークエンゲージメント・
バーンアウトに関する調査を実施した。調査
協力施設 269 施設から、257 名の看護師長、
3,279 名の看護師、252 名の看護助手（介護士）
の回答を得た。 
痛みに関しては、看護師が痛みを持つ入院

患者は全体の約 3 割と評価した一方で、介護
士は半数以上の患者に痛みがあると評価し
た。慢性痛のケアに関しては、看護師は半数
以上が痛みのアセスメントを実施している
と回答したが、表現できない患者に対しても
アセスメントするという回答は 2 割弱、疼痛
の種類に応じたアセスメントを実施すると
いうは 1 割強にとどまった。薬物の使用に関
し、アセトアミノフェンを第一選択に検討す
ると回答した看護師は 5 割弱、NSAID の服薬
に際し副作用をアセスメントする看護師は 4
割弱にとどまった。 
ケアの質全般に関しては、保清や食事介助、
合併症予防などに関するケアはできている
と考えている回答割合が高かったが、レクリ
エーションや自立度の維持・回復に関するケ 
アは出来ていると考えている回答割合が低
かった。 
調査結果をもとに、長期ケアの質指標を作成
した。まず、病棟単位のケアのアウトカム質 

指標の平均値（調整なし；％） 
 
指標では否定的な側面だけではなく肯定的
な側面も指標化を試みた。指標の候補は以下
の通りである：身体抑制、尿路感染症、尿道
カテーテル留置、褥瘡有病率および発生率、
転倒割合、自宅への退院、経口摂取回復、ト
イレでの排泄回復の 9 指標。このほか、ケア
のプロセス指標も作成を試みた。 
尿道カテーテル留置と転倒割合、自宅への

退院は入院患者の医療区分（どの程度の医療
処置を必要としているか）と ADL（日常生活
活動度）の割合に依存したため、調整した指
標の作成を試みた。これらはさらに検討を重
ねる必要があるが、ケアの質改善の指標、ベ
ンチマークなどで活用できる可能性が窺わ
れた。 
さらに、この指標を用いてケアの質の関連

要因を検討した。重回帰分析の結果、自宅へ
の退院には看護師・患者比、病院の規模、看
護師の平均年齢が有意に関連した。トイレで
の排泄回復に関連する要因はなかった。転倒
割合、身体抑制、および尿路感染症の関連要
因には、スタッフのバーンアウト、患者の医
療区分が高いこと、精神科のあること、ケア
プロセス評価、および看護師・患者比が関連
していた。この結果から、患者アウトカムを
改善する上で、ケアのプロセス評価とスタッ
フのバーンアウトを改善することの有用性
が示唆された。 
看護師のワークエンゲージメントやバー

ンアウトは本人の労働価値観との関連が見
られたが、価値観の内容（内的 vs.外的労働価
値等）により関連にばらつきがあった。 
 
Step 5-6 長期療養施設におけるケアの質向上
を目指した支援方法の立案と試行 
以上の結果から、療養病床のケアの質を向

上し、合わせて看護師・介護士等ケアスタッ
フのワークエンゲージメントや QOL を高め
る働きかけの例として、ケアスタッフを対象
とした事例検討会の試行を開始することな
ど、3 種類の介入を試みることにした。 
まず、地域病院において事例検討会を試み

た。また Long-term Care 研究会を立ち上げ事
例研究ワークショップおよび発表を実施し
た。さらに、パーソンセンタードケアの日本
の施設での有用性を検討した。 
慢性疼痛のケアの質向上のための我々の



アプローチは、教育や実践方法の組み換えで
はなく、ケアスタッフと研究者が共催する事
例検討会による、ケアの意義・価値へのスタ
ッフの気づきと自己効力感の向上を通じた
質向上である。月に一度の検討会の継続的試
みから持続可能なプログラムを探索し、参加
者へのインタビュー調査により評価した。こ
の事例検討会では、効果的な支援の実践事例
を振り返る。年度の当初は、ケアの意義・価
値に関する概念化を試み、そこから自らの実
践に価値を見出すことで自己効力感を向上
させることを狙った。しかしインタビュー調
査において、概念化は敷居が高く意義が見出
しにくいという指摘を受けた。そこでより平
易にし、実践の優れた点、参考にしたい点な
どをグループで話し合い共有するという事
例検討会の基本枠組みを構築した。数回の試
行をへてこれが実践現場になじむ感覚を得
た。事後評価として全スタッフ対象の調査を
計画した。 
また、一昨年に実施したインタビュー結果

に基づき、施設を超えたケアの質向上の取り
組みとしてLong-term Care Quality研究会を立
ち上げ、第 1 回の研究会を開催した。研究会
では事例研究方法についてのワークショッ
プと、看護実践の事例検討を 3 件発表しグル
ープワークで看護実践の意義・意味について
話し合った。研究会前後に調査を実施して効
果を検討した。 
さらに、パーソンセンタードケア実施プロ

グラムも検討し、介入前後を比較した。短期
効果は一部に見られたが、これも今後長期評
価を継続の予定である。 
 
Step 7 長期療養施設におけるケアの質管
理・向上に関するウェブサイトの立ち上げ 
以上の結果をもとに、Long-term Care 研究

会のウェブサイトを作成している。まだ公開
できていないが、アウトカム指標、プロセス
指標を用いた全国調査の結果を掲示してベ
ンチマークできるようにすること、ケアの質
向上を目指した事例検討会の方法に関する
情報等を共有できるようにする予定である。 
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